一 、 濁密 防止 講演会 

〔冒頭 原稿 数枚な し〕 

イギリスの 大学の 試験で は 牛 でさへ 酒 を 呑ませる と 

目方が 增 すと 云 ひます。 又 これ は 実に 人間 エネ ルギ— 

の 根元です。 酒 は 圧縮せ る 液体の パンと 云 ふの は 実に 

名言です。 堀 部 安兵衛が 高 田の 馬場で 三十 人の 仇討ち 

さ へ 出来た の も 実に 酒の 為に ェ ネル ギ— が 沢山 あ つ た 

からです。 みなさん、 国家の ため 世界の ため 大に酒 を 

呑んで 下さい ご (小学校 長が 青くな つて ゐる。 役場 か 

ら云 はれて 仕方なく 学校 を 貸し たの だが 何が何でも こ 



れ では あんま リ だと 思って すっかり 青くな つたな) と 

税務署 長 は 思 ひました。 けれども それ は大 ちが ひで 小 

学校 長の 青く 見えた の は あんまり ほめられて 一 そう 酒 

が 呑みた くな つたので した。 なぜなら この 校長さん は 

た る 

樽 こ 先生と いふ あだ 名で 一 べんに 一 升ぐ らゐは 何でも 

なかった のです。 みんな はもち ろん 大 賛成で うまい ぞ 

えらい ぞ、 と 手 をた、 いて ほめた のでした。 税務署 長 

がまた 見掛けの 太った ざっくばらん らしい 男で いかに 

も 正直ら しくみん なが 怒る かも 知れない なんとい ふこ 

と は 気に もとめず どんどん 云 ひた いこと を 云 ひました _ 

実際 それ は ひどい 悪口 もあって どうしても みんな ひど 



く 怒らなければ ならない 害な のに も 係 はらず みんな は 

ほんた うに 面白さう に 何べ んも 何べ んも 手を叩いたり 

笑ったり して 聞いて ゐ ました。 

その はじめの 方 をち y めて 見ます とこん な 工合です _ 

「濁密 を やる にしても さ、 あんまり 下手な こと はやつ 

て もら ひたくな いな。 な あんだ、 味噌 桶の 中に、 醪 

を 仕込んで 上に 板 をのせ て 味噌 を 塗って 置く、 ス テツ 

うまや 

キ でつつ ついて 見る とすぐ 板が 出る ぢゃ ないか。 廐 

の枯 草の 中に かくして 置く、 い、 馬 だな あ、 乳 もし ぼ 

れ るかい と 云 ふと 顔い ろ を 変へ てゐ る。 

こえだる かや たれ 

新ら しい 肥 樽の 中に 仕込んで 林の 萱の 中に 置く。 誰 



すす 

かに こっそり 持って行かれても 大声で 怒られない。 煤 

だらけの 天井裏に こさ へ て 置いて 取って 帰って来 ると 

き は 眼 を まつ 赤に して ゐる。 

もの 

で き あが つ た 酒 だ つ て 見ら れた ざま ぢ やない。 ど う 

せに) J リ酒 だから 濁つ てゐ るの はい、 として 酸っぱい 

せ 、- ま 'V 

の も ある、 甘 いのも ある、 アイヌ や 生蕃に やっても ま 

かう む 

あご 免 蒙 り ませう とい ふやうな の だ。 そんな もの は 

この 電燈 時代の 進歩した 人類が 呑むべき もん ぢ やない。 

どうせ やるなら なぜもう 少し 大仕掛けに 設備 を 整 へ て 

共同で でも やらない か。 すべ か らく 米 も 電気 で 研ぐ ベ 

し、 しぼる ときには 水 S 機 を 使 ふべ し、 乳酸菌 を 利用 



一一、 税務署 長 歓迎会 

税務署 長が 壇 を 下りましたら すぐ 名誉 村長が 笑 ひな 

がら 少し か V んで 署長の 前に やって来ました。 そして 

礼 を 云 ひました。 

まこと 

「た > 今 は 実に 有益な ご 講演 を 寰 に 感謝いた します。 

何も ございません がいさ、 か 歓迎の しるしまで 一 献さ 

しあげた いと 存じます。 ご迷惑 は 重々 で ございませう 

がどう かぢ きそ こまで 御 光来 を 願 ひたう 存じます ご 

税務署 長 はいよ いよ 卒倒し さう になつ て 

「いや、 それ はよ ろしい ご とか すれた 声で 返事し まし 



は 融けて 来た やうに 見え ましたが 実は 税務署 長 は 決し 

て 油断 をし ないで 絶えず 左右に 眼 を 配つ てゐ ました。 

そのうちに いよいよ みんな は 酔って しま つ て だんだん 

本音 を 吹いて 来ました。 

「や、 署長さん。 一杯い かゾ、 どうです。 ワッハ ッハ。 

みそ をけ 

濁り酒、 味噌 桶に 作る とい ふの は あんまり 旧式 だな。 

もっと 最新 法の 方 はい、 な。 おい、 署長さん。 さあ、 

一 杯い か >、 私の 盃を あなた 取りません か。 閣下 あ、 

ハツ ハツ ハ。 さあ 一杯、」 

「いや、 わかった、 わかった。 いや、 今晩は 実に 酩て 

いした。 辱け ない ご 



こ、 ら のどの 酒屋で できる 酒で もない、 他県から 来る 

の だってもう 大 てい はき まって ゐる。 どうも を かしい 

と 斯う 署長 は ひとりで 考 へました。 そのうち さっきの 

村会 議員が 又 やって来て きちんと 座って 云 ひました。 

「いや、 もう 閣下、 ひどく ご 無礼 をいた しました。 こ 

んな 乱雑な 席に ご 光来 をね が ひまして 面目 次第 も ござ 

いません。 た、 V もう ほんの 村民の 志 だけ をお 汲み 下さ 

れ まして 至らぬ ところ 又す ぎました 処 は 平に ご 容赦 

をね が ひます ご 

署長 はすつ かり 酔った 風 をしながら 笑って 答へ まし 

た。 



「もう 失礼しょう、 おい 君 ご 署長 は 立ち あがりました _ 

「もうお 帰りです か。 まあまあ ご 村長 やみん なが 立つ 

て 留めよう としたと きそ こ はもう 商売で 署長と 白鳥 属 

と はまる で 忍術の やうに 座敷から 姿を消し 台所に あ つ 

く つ たんぼ 

た 靴 をつ まんだと 思 ふともう 一 一人の 自転車 は 暗い 田圃 

みちをと きどき 懐中 電燈 をば つ ぱっと させて 一 目 散に 

ハ— ナム キヤの 町の 方へ 走って ゐ たのです。 

三、 署長 室の 策戦 

次の 日 税務署 長 は 役所 へ 出て 自分の 室に 入り 出勤簿 



「は、 ございます。」 

「ぢ や、 ライオン 堂へ 行って これで ゥ※ 〔# 小 書き 片仮 

名 ヰ、 138-4U スキ— を 一本 買って ね それから 広告 をく 

ば つ て やる からと 云つ て 何 かのちら し を 一 一 百 枚 も 貰 ひ 

たまへ。 そいつ を 持って 入って 行 くんだ。 君の 顔 は 誰 

も 知って やしない。 どうも あの 村 はわから ない とこが 

ある。 どうも 誰かが どこかで 一 斗 や 二 斗で なしにつ 

くって ゐる。 一 つ 豪胆に うまく やって 呉れ 給へ ご 

「は、 畏まりました ご 

デン ドウ ィ属 はもう 胸が わくわく しました。 うまく 

見付けて 帰って来よう。 そしたら 月 袷 だっても うきつ 



貰 ひました。 すると そのうちから みんな 手伝 ひに 参り 

まして 道具 やなん かも 貸した ので ございます。 私 は 一 一 

階から じっと 隣り の 人た ちの 云 ふこと を 一 晚 寝ないで 

聞いて 居りました。 すると 夜中す ぎに 酒が 出ました。 

もう 一語で もき、 もらす まいと 思って ゐ ましたら、 そ 

のうち 一 人が すうと 口 を まげて 歯へ 風 を 入れた やうな 

音が しました。 これ はもう どうしても 濁り酒で ない と 

思 つ てゐ ましたら、 」 

「ふん ふん、 なかなか 君の 観察 は 鋭い。 それから ご 

「そしたら 一人が 斯う 云 ひました。 い、、 ほんと に 

い、、 これで はもう \ -1 ハトヴ の 友 もな にも 及ばない 



な。 と 云 ひました。 ノ -— ハトヴ の 友 も 及ばない としま 

すと とても 密造酒で はない と 存じました ご 

「その 酒の 名前 を 聞きました かご 

てる 

「私 は 北の 輝 だら うと 思 ひます ご 

署長 は 俄に こ はい 顔 をし ました。 

てる 

「い、 や、 北の 輝ぢ やない。 断じて さう でない。 その 

い、 酒が どこから 出来て ゐる かどの 県から 入って るか 

それ をよ くしら べに 君 をた のんだ の だ。 けれども そし 

て それから あと 七日 君 はい つたい 何 をして 居た の だ。」 

「それから あと は 毎日 林の 中 や 谷 を あるいて 山地 密造 

酒 を 探して 罟 りました ご 



デン ドウ ィ属 はし ほし ほ 出て 行きました。 間もなく、 

例の シ ラトリ 属が すまし 込んで 入つ て 来ました。 

「君、 ュグ チュュ モトへ 行って くれ 給へ。 却って その 

ま、 の 方が い、。 あのね、 この 前の 村会 議員のと こへ 

せん 

行って ね、 僕から と 云 ふ 口上で ね、 先 ころ は ごちそう 

をいた、 V いて 実に ありがたう、 と、 ね、 その 節 席上で 

戯談 半分 酒造 会社 設立の こと をお はなしした ところ 

何だか 大分 本気ら しい ご 挨拶が あつたと ね、 で 一 つ こ 

の 際 こちらから 技術 員 も 出す から 模範的な その 造酒 ェ 

場 を その 村で はじめて はどう だら う、 原料 も 丁度 そち 

らのは 醸造に 適して ゐ ると 思 ふと 斯う 吹 つ かけて 見て 



「うん うん。 そしたら ご 

「そしたら 瓶詰 は みんな ィ— ハトヴ の 友でした し はか 

リ 売の はたし かに 北の 輝です ご 

「北の 輝の 方が いくらか 廉 いんだな ご 

「さう です。」 

「たしかに 北の 輝かね ご 

「さう です。 それから 酒屋の 主人に 帳簿 を 出さして し 

らべ て 見ました が 酒の 売れ高が このごろ 毎年 減って 行 

くやう であります。 」 

「を かしい な。 前に は あの 村 は みんな 濁り酒ば かり 呑 

んでゐ たのに この，) J ろ 検挙が 厳しくて だんだん 密造が 



を だいぶ 黄い ろに なつ てる ぞと思 ひながら 出した。 若 

者 は 率直に 立 つ て 「ぁゝ さう すか ご と 云 つ て 名 剌を受 

けと つたが あと は 何も 云 はないでも ぢもぢ して ゐた。 

「今朝 はま だ どなた もお 見えに ならな いんです かご 

「は あ、 見えないで ご 若者 は 当惑した やうに 答へ た。 

「え、、 ではお 待ちいた します、 どうかお 構 ひなく。 

いか V で ございませう。 本年 は 椎蕈の 方 は。 この 雨で 

だいぶ 豊作で ございませ うね ご 

「あんまり よくない さう だよ ご 

に ほひ 

「は あいや 匂 やなに か は 悪いで せう が 生える こと は 

沢山 生えまして ございませう ね。」 



ことば 

「できたら うご 若者 はだん だん 言 も 粗末に なって 来 

た。 

「どうで せう ね。 わたし あ 東京の 乾物屋なん だが 貸し 

の 代りに 酒 をた くさん とった のが あるんだ がどうで せ 

う。 椎蕈 ととり 代へ るの を 承知 下さらないで せう かね。 

安くし ますが ご 

「さあ だめ だら う。 酒 はこ つちに も あるんだ から。」 

「町から 買 ふんで せう。」 

「い-や」 

「どこかに 酒屋が あるんで すか ご 

「酒 屋 つ てわけ ぢ やない。 I 



さあ 署長 は どき つと しました。 

「どこです かご 

「どこつ て、 組合と はまた 別 だからね ご 若者 はぴた つ 

と 口 をつ ぐんで しま ひました。 さあ 税務署 長 はまる で 

踊り あがる やうな 気がした。 もうた、 V 一 息 だ。 少 くと 

も 月 一 石づ つ つくって あちこち へ 四 五升づ つ 売って ゐ 

る やつが ある。 今日中に はきつ とっか まへ てし まふ ぞ 

「椎蕈 山 は 遠 いんです かご 

「 一 里 あるよ ご 

「このみち を 行って い、 んで すか。」 

「行ける よご 



すると 子供 はよ く 聞えない らしく 顔 を かしげて 眼 を 

片っ 方つ ぶ つ て 云った。 

「どこね、 会社へ かね ご 会社、 さあ 大変 だと 署長 は 思つ 

た。 

「ぁゝ 会社 だよ。 会社 は椎蕈 山と は 近いんだら うご 

「ちが ふよ。 椎蕈山 こっち だし 会社なら こっち だ ご 

「会社まで 何 里 あるね ご 

r 一 里 だよ ご 

「ど うだらう。 会社から 毎日 荷馬車の 便りが ある だら 

) ^ o - 

う 力 」 

「三日に 一 度ぐ らゐ だよ ご 



も 家 も 見え なくなって ゐた。 さあい まだと 税務署 長 は 

考 へて 一 とびに みちから 横の 草の 崖に 飛び あがった。 

それからめ ちゃくち やに その 丘 をの ぼった。 丘の 頂上 

に は 小さな 三角 標がぁ つ て そこから 頂がず う つ と 向 ふ 

の あの 三角な 丘まで つ y いて ゐた。 税務署 長 は 汗 を 拭 

くひ まもなく 息 を やすめる ひ まもなく そ のきら きらす 

る 枯草を こいで そっちの 方へ 進んだ。 どこかで 蜂 か 何 

に ほひ 

かぶう ぶう 鳴り 風 はかれ 草 や 松 やにの い ゝ 句 を 運ん 

で 来た。 

ちょつ とふり か へ つ て 見る と ュグチ ュ ュ モトの 村 は 

平和に きれ い に 横た はり そのず う つ と 向 ふに は 河が 銀 



の 帯に なって 流れ その 岸に はハ— ナム キヤの 町の 赤い 

煙突 も 見えた。 

署長 はちよ つとの 間 濁密を さがす なんて こと をい や 

になって しまった、 けれども また 気を取り直して あの 

三角 山の 方へ つ、 じに 足 を とられた りしながら 急いだ。 

実に あの ペイント を 塗った 顔から 黒い 汗が ぼと ぼ と に 

落ちて シャツ を 黄い ろに 染めた の だ。 ところが 三角 山 

の 上まで 来る と 思 はず 署長 は 息を殺した。 すぐ 下の 谷 

間にち よ つ と 見る と椎蕈 乾燥 場の やうな 形の 可成 大き 

な 小屋が たって 煙突 もあった の だ。 そして 殊に あやし 

いこと は 小屋が きっぱり うしろの 3 室に くつ ついて 建て 



ろつ と 出て 来た。 それから 手 を 大きく 振った やうに 見 

えた、 と 思 ふと、 お、 い、 サ キチ、 と 叫ぶ 声が 聞え て 

ひざ 

来た。 見る と 荷馬車が 一台お いて ある。 その 横から 膝 

の 曲った 男が 出て 来て 二人 一緒に 小屋へ 入った。 さあ 

大変 だと 署長が 思って ゐ たら 間もなく 一 一人 は 大きな 一 一 

だる 

斗 樽 を 両方から 持って 出て 来た。 そして どっこい とい 

ふ 風に 荷馬車に のつ けて あたり を じつ と 見 ま はした。 

馬が 黒く てかてか 光って ゐ たし 谷 はごうと 流れて しづ 

かな もんだった、 署長 はもう 興奮して 頭 を やけに 振つ 

た。 二人 はまた 小屋へ 入った。 そして 又 腰 を か、 V めて 

樽 を 持って来た。 と 思ったら すぐ あとから また 一 人出 



て 来た。 そして 荷馬車の 上に 立って 川下の 方 を 見て ゐ 

る。 二人 はまた 中へ 入った、 そして また 樽 を 持って 出 

て 来た もんだ、 (さあ、 これでもう 六 斗になる まさか こ 

れっきり だら う、 これつ きりに しても 月 六 石になる 大 

した 脱税 だ) と 署長 は考 へた。 ところが また 出て 来た。 

そして また 入って また 出て 来た。 もう 一石 だ 月 十 石 だ 

と 署長 はぐる ぐるして しまった。 ところが 又 入った の 

だ。 こんど は 月 十二 石 だ、 それから こんど は 十四 石 十 

六 石 十八 石、 一 一十 石と そこまで 署長が 夢の やうに 計算 

したと き は 荷馬車の 上 はもう 樽で ぎっしりだった。 す 

ると 三人が それへ 小屋の 横から 松の 生 枝 をのせ たり か 



ぶせ たりし 出した。 

見る 間にす つかり 縛られて 車が 青くな り 樽が 見えな 

くな つ てもう 誰が 見ても 山から 松 枝 を テレビン 工場へ 

でも 運ぶ としか 見え なくなった。 荷馬車が うごき 出し 

ひづめ 

た。 馬が じっさい 蹄 をけ る やうに し、 よほど 重さう 

に 見えた。 すると さっきの 若い 男 は 荷馬車の あとへ つ 

いた。 それから 十 間ば かり 行く 間 一番お しま ひに 小屋 

から 出た 男 は 腕 を 組んで 立って 待って ゐ たが 俄かに 歩 

き 出して やっぱり ついて 行った。 (実に 巧妙 だ。 一体 

こんな こと をい つから やつ てゐ たらう。 さあもう あの 

小屋に 誰も 居ない、 今の うちにす つかり しらべて しま 



はう、 証拠 書類 もき つと ある。) 税務署 長 は 風の やうに 

三角 山の てっぺんから 小屋 をめ がけて かけおりた。 と 

ころが 小屋の 入口 はちゃん と 洋風の 錠が 下りて ゐ たの 

だ。 (さあもう いよいよ 誰も 居ない。 あいつが 村まで 

行って 帰る まで どうしても 二 時間 はか、 る。 どこから 

きつね 

か 入らな けあならない。) 税務署 長 は 狐の やうに うろ 

うろ 小屋の ま はり をめ ぐった。 すると 一 とこ 窓が 一 分 

つめ 

ばかり あいて ゐた。 署長 は そこへ 爪 を 入れて 押し上げ 

ガラス 

て 見たら カラ ッと 硝子 は 上に のぼった。 もう 有頂天に 

な つ て 中へ 飛び込んで 見る とくらくて 急に は 何も 見え 

なかった がが らんと した 何もない 室だった。 煙突の 出 



の 酒樽が 十五 本ば かり ずら つ とならび 横に は 麴室 ら 

しい 別の 室 さへ あつたの だ。 おまけに ビュ ー レット も 

純粋培養 の 乳酸菌 もピ ペット も 何から 何まで 実に 整然 

とそろ つて ゐ たの だ。 (あ、 もうだめ だ、 おれの 講演 

を 手を叩いて 笑った やつ は みんな 同類な の だ。 あの 村 

くく 

半分 以上 引っ括らなければ ならない。 もう とても 大変 

だ) 署長 は あぶなく 倒れさう になった。 その 時 だ、 何 

か 黄い ろな やうな ものが さ つ とうしろ の 方で 光つ た。 

見る と 小屋の 入口の 扉が あいて 二人の 黒い 人 かげが 

こっちへ 入って 来て ゐる ではない か。 税務署 長 は 

しし を ど 

ちょ つと 鹿 踊りの やうな 足つ きをした が とっさに ふつ 



そしたら たうとう 桶と 桶の 間の あんまり せまい 処へ 

はさま つ て のく も 引 くもでき なくな つ てし ま つ た。 

アセチレンの 火 はすぐ 横から 足 もと へ やって来た。 

と 思 ふと 黒い 太い 手が やって来て いきなり 署長の くび 

をつ かまへ た。 ガ アンと 頭が 鳴った。 署長 は 自分が 酒 

桶の 前の 広場へ 蟹の やうに な つ て 倒れて ゐ るの を 見た。 

まるで 力 もな にもなかった。 アセチレン 燈も まだ 持つ 

てゐ る。 

「立て、 こん 畜生 太い やつ だ。 炭 焼が まの 中へ 入れち 

まふから、 さう 思へ ご 

(炭 焼が まの 中に 入れられたら おれの 煙 は 木の けむり 



といつ しょに 山に 立つ。 あんまり 情ない。) 署長 は 青 

ざめ ながら 考 へた。 

「誰 だ、 きさん、 収税 だら うご 

「い、 や ご 署長 は 気の毒な やうな 返事 をした。 

くく あご 

「とにかく 引っ括れ ご 一人が 顎で さし 図した。 一人 

は アセチレン を そこ へ 置いて まるで 風の やうに うごい 

て 綱 を 持って来た。 署長 はくる くるに しばられ てし 

まった。 

「おい、 おれが 番 してる から 早く 社長と 鑑査 役に 知ら 

せて 来い ご 

「ぉゝ ご 一人 は 又 すばやく かけて 出て 行った。 



「おい、 云 はない かこん 畜生、 貴さん 収税 だら うご 

「さう でない ご 

「収税でなくて 何し に 入 るんだ ご 署長 はやう やく 気 

を 取り直した。 

「おいら トケィ の 乾物 商 だよ ご 

「ト ケィの 乾物 商が 何し にこん なと こへ 来 るんだ ご 

r 椎蕈買 ひに 来たよ ご 

「椎 蕈。 」 

「あ、 こ、 で椎蕈 つくって ると 思った から 見て ゐ たん 

だ。 名剌 もちやん と 組合の 方へ 置いて ある ご 

「正直な 椎蕈 商が 何し に 錠前の かかった 家の 窓から く 



ぐり 込 むんだ ご 

「椎蕈 小屋の 中へ は ひった つてい、 と 思つ たんだ。 外 

で 待って ゐても 厭きた から つ いは ひ つ て 見たん だよ ご 

「うん。 さう 云 やさう だな あご こ、 だと 署長 は 思った _ 

みんなの 来ない うちに 早く 遁げ ない ともう ほんた うに 

殺されて しま ふ。 もう 一 生けん 命 だと 考 へた。 

「おい、 い、 加減に して 繩を といて 呉れよ。 椎蕈 はい 

くらで も 高く 買 ふから さ。 おれ だ つ て トケィ にあ 妻 も 

子供 も あるんだ。 こ、 らへ 来て、 こんな 目にあつ ちゃ 

叶 はねえ。 どうか 繩を といて 呉れよ ご 

「うん、 まあい まみん な 来る から 少し 待てよ。 よく 聞 



いてから 社長 や 重役の 方へ 申し あげれ あよ か つたな 

あご 

「だから さ、 遁 がして 呉れよ。 おれお 前に あとで トケ 

ィへ 帰つ たら 百 円 送る からさ。 」 

「まあ 少し 待てよ ご あ、 もう 少し 待ったら、 どんな こ 

とになる かわからない。 署長 はぐる ぐるして また 倒れ 

さう にな つ た。 

ところがもう いけなかった の だ。 入口の 方が どや ど 

やして 実に 六 人ば かりの 黒い 影が 走り込んで 来た。 

(もう 地獄 だ、 これつ きりだ。) 署長 は 思った。 今まで 

番をして ゐた男 は 立って それ を迎 へた。 ぐるつ とみん 



うこい つ はきつ と 税務署の ま はし ものです」 

「うん。 さう 云へば どうも おれ にもつら に 見 おぼえが 

ある。 表へ 引っぱり 出して みろ。 てめ へ は 行って 番所 

に 居ろ ご 社長の 名誉 村長が 云った。 

「立て この 野郎」 署長 はえり 首 をつ かま へられて 猫の 

やうに 引っぱり 出された。 おもてへ 出て 見る と 日光 は 

実に 暖かく ぼか ぼか 飴色に 照って ゐた。 (おれが 炭 焼 

がまに 入れられて 炭化 されても お 日 さま は やっぱり こ 

ん なにき れいに 照って ゐ るんだ な あ。) 署長 は ぼつと 

夢の やうに 考 へた。 

「何 だ こいつ は 税務署 長ぢ やな い かご 名誉 村長 はび つ 



みんなし いんと した。 

こ、 だと 署長が 考 へた。 

「さあ、 おれ を 殺すなら 殺せ、 官吏が 公務の ために 倒 

れる こと はもう 当然 だ ご 署長 は大 へんい ゝ 気持が した。 

といきな りうし ろから 一 つが あんと やられた。 又 かと 

思 ひながら 署長が 倒れたら みんな 一 べんに 殺気立った。 

「木へ 吊るせ 吊るせ。 な あに 証拠 だなん てま だ 挙がつ 

てる 害 はない。 こいつ 一人 片付けれ ばもう 大丈夫 だ。 

かば はな すみがま 

樺 花の 炭 釜に 入れち まへ ご たちまち 署長 は 松の木へ 

つるしあげられて しまった。 村会 議員が 出て 云った。 

ちそ * つ 

「この 野郎、 ひとの 家で ご馳走に なった の も 忘れ てづ 



きれ 

ら れてゐ るの を 気がついた。 頭に は 冷たい 巾が のせて 

あつたし 毛布 も かけて あった。 いちばん あとから 小屋 

つ つま 

を 出た 男が 虔 しく 番をしながら 看病して ゐた。 おも 

てで は がやがや みんなが 談 して ゐた。 何でも 善後策 を 

協議して ゐ るか 酒盛り を やって ゐる らしかった。 署長 

がから だ をう ごかしたら すぐ そ の 若者が 近く へ 寄って 

模様 を 見た。 それから 戸 を あけて そしても 一 つ 戸 を あ 

けて 外の 大きな 室に 出て 行った。 と 思 ふと 名誉 村長が 

入って 来た。 茶い ろの 洋服 を 着て ゐた。 (そして 見る 

とおれ は 二 曰か 三日 寝て ゐ たんだな。) 署長 は考 へた。 

名誉 村長 は 座って 恭しく 礼 をして 云った。 



「署長さん。 先日 はどう も 飛んだ 乱暴 をいた しました。 

実は 前後の 見境 ひもな く あんな こと をいた しまして 

お申し 訳け ございません。 実は 私 どもの 方で も あなた 

の 方のお 手 入が あんまり 厳しいた めつ い 会社 組織に し 

てこん な ことまで いたしました やうな 訳で 誠に 面目 次 

第 も ございません。 就きまして いか、 V で ございませう。 

私 どもの 会社 ももう かっきり 今日ぎ り 解散いた しまし 

て 酒 は 全部 私の 名義で つくった として 税金 も 納めます。 

あなた はお 宅まで 自働 車で お送りい たします が この度 

限り 特に ご 内密にね が ひませんで せう かご 

署長 はもう 勝った と 思 つ た。 



や 組 討ちの 音が 起った。 まるでもう 嵐の やう だ つ た。 

「署長 署長」 誰かが 叫んだ。 署長 はばつと 立ち あがつ 

た。 

「お、、 こ、 に 居る ぞ よくやった よくやった。 シ ラト 

リ、 こ、 に 居る ぞ。， - 

すぐ 二三 人が 室の 戸 をけ やぶ つ て 入って 来た。 

「署長、 ご 健勝で。 もう みんな 捕縛し ました ごと シラ 

トリ 属が 泣いて かけて 来た。 

「よく わかった な あ、 警察の 方 もた のんだ かご 

「え、 総動員です。 二十 人 捕縛して あります。 この 方 



そしても ぅぞ ろぞろみんなは^ -1 ハ トヴ 密造 会社 の 

工場 を 出た の だ。 五分の のち この 変な 行列が あの 番所 

の 少し 向 ふ を 通って ゐた。 

署長 は 名誉 村長と ならんで 歩いて ゐた。 

「今日は 何日 だ ご 署長 はふつ とうしろ を 向いて シラ 

トリ 属 にきいた。 

「五日です ご 

「あ、 もうあの 日から 四日た つて ゐ るな あ。 ちょっと 

の 間に 木の芽が 大きくな つた ご 

署長 は そら を 見 あげた。 春ら しいし めった 白い 雲が 

丘の 山から ぼお つと 出て くろもじのに ほひが 風に ふ 
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